
教科名  地歴  科目  日本史演習（特進）  単位  ４単位  

  

  

１．教科書および副教材・参考書                     

『詳説日本史探究』（山川出版社）  

『詳説日本史図録』（山川出版社）  

『日本史用語集』（山川出版社）  

  

２．授業の目標および内容 

高等学校２年次、３年次で学習した内容を問題演習によって復習する授業です。  

日大基礎学力到達度テストを含め、難関国公立・私立大学入試問題に対応できる実力を養成す

るなど、各自の   レベルアップを図ることを目標とします。そのためには基礎力を高めることが

不可欠であり、歴史的語句のみを覚えるだけではなく、その背景にある事象、時代背景ならびに

地域との関連性、国際環境などと関連させ総合的な学習に発展させることも目標にしています。 

また、入試頻出事項を中心とした問題演習を通じて、探究の授業で扱いきれていない内容やよ

り発展的な内容についても扱い、より深い理解と探究心を持たせられるよう授業を展開していき

ます。 

    

３．試験について  

 1学期 2学期 3学期 

定期試験 一次 5月 二次 7月 一次 10月 二次 12月 
なし 

学力試験 第 1回 6月 第 2回 9月 

 

４．内容・難易度について          

① 定期試験：100点満点で出題。  

       問題演習中心の講義なので、教科書ページではかなりの広範囲になります。  

       レベルも基礎から応用まで多岐にわたります。  

② 学力試験：100 点満点（日本史選択と日本史演習でそれぞれ 50 点分）で出題。  

       問題のレベルとしては、中堅私立大学以上の入試問題のレベルを念頭に置いています。  

  

５．課題・補習について  

適宜、必要に応じて行います。  

  

６．評価の視点  

定期テストの点数を基本に、平常点（小テストの結果、宿題ならびに提出物、学力テストの結

果、授業態度など）を含め、総合的に評価点を算出します。  

  

  

 

 

 



 

授業計画  

学期 単元 学習内容 備考 

1 古代 

 

 

 

 

 

中世 

 

 

 

 

 

近世 

倭の五王と東アジア世界 

推古朝における国家危機と中央集権化 

律令制と地方支配 

公地公民制の動揺と初期荘園の成立 

奈良時代の外交関係 

律令制の方かいと土地制度・地方支配の変化 

院政とその仕組み 

鎌倉時代における政治体制の変遷 

守護と守護大名 

惣村と一揆 

中世の外交 

戦国大名の領国支配 

太閤検地の歴史的意義 

幕藩体制のしくみ 

江戸時代の農村と農民 

幕府財政難と享保の改革・田沼時代 

農村の解体と社会の変容・寛政の改革 

株仲間と天保の改革 

日本史を理解する上

で極めて重要となる

テーマに絞って論述

問題を扱う。また、

宿題として私大型の

選択問題も併記し、

対策を行う。 

2 近代 

現代 

明治新政府の中央集権策 

士族の解体と自由民権運動 

自由民権運動とその結実 

明治政府の外交と欧化主義批判 

日清戦争とイギリスの外交戦略 

日露戦争以降の民衆運動 

産業革命と松方財政 

第１次大戦と日本経済 

大正デモクラシーの高まりと各種運動 

立憲政治の展開 

「憲政の常道」期における対中国政策 

昭和初期の日本経済 

政党政治の崩壊と軍国主義 

日本の南進政策と米英の対立 

サンフランシスコ平和条約と日米安全保障条約 

経済の民主化と財閥解体 

高度経済成長とエネルギー革命 

沖縄返還とベトナム戦争 

「列島改造計画」と第１次石油危機 

日本史を理解する上

で極めて重要となる

テーマに絞って論述

問題を扱う。また、

宿題として私大型の

選択問題も併記し、

対策を行う。 

  


